京都市保健福祉局衛生環境研究所
（担当：望月、牧野 075-606-2674）

仕様書
１．件名
京都市衛生環境研究所　廃液中ＰＣＢ検査委託

２．業務内容
京都市衛生環境研究所の検査業務において生じる廃液中のＰＣＢ濃度の分析
※検体サンプリング含む

３．履行期日
令和８年１０月１６日（金）

４．検体回収場所（廃液保管場所）
京都市衛生環境研究所（京都市伏見区村上町３９５）

５．検体状況
　　検査対象総数：２検体
	[bookmark: _Hlk238556901]
	濃度
	風袋込み重量
	備考

	①
	1000ppm未満
	984.61g
	検査室冷蔵庫で１L廃液瓶に保管中
（n-ヘキサン、アセトン含む）
※1000ppｍの標準試薬が直接混入している可能性あり。

	② 
	40ppm未満
	630.10g
	検査室冷蔵庫で１L廃液瓶に保管中
（n-ヘキサン、アセトン含む）


　　
６．検査方法
　　５．検体状況を考慮し、以下のいずれかの方法によることする。
なお、定量範囲は０．５mg/kgから５,０００mg/kgを満たす範囲とする。
（１）特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物に係る基準の検定方法（平成４年厚生省告示第192号）別表第二又は第三の第一に示す方法による

７．成果物
　　各廃液のＰＣＢ濃度を示した測定分析結果報告書（受注者発行）を提出すること。

８．その他
　（１）分析後の残余廃液は、返却は可能とするが、サンプリング及び分析において発生した際の廃棄物は受注者にて適正に処分すること。
　（２）サンプリング日時及び方法については、事前に調整すること。
（３）検査業務完了後、作業完了書、請求書を提出すること。
（４）検査業務完了後、適切に業務が履行されていることを確認のうえ、本業務に係る経費を支払う。
（５）この仕様書に定めがない事項又は疑義が生じた場合は、担当者と協議する。

